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空間図形のほうが,平面図形より接する機会が多いのにもかかわらず,
生徒は平面図形より空間図形をはるかに苦手とすることが多い｡
そこで.具体物を操作することによって,空間的直観力や空間的想像
力を高めていきたい｡それによって,図形に対する苦手患誠も払拭でき
るのではないだろうか｡そうした教材 ･指導法の開発をめざして研究に
取 り組んだ｡
1 はじめに
① ｢学習課題｣ついて
本校数学科では, ｢数学科がめざす生徒像｣
と ｢数学科での主体的な学習｣を次のように
考え,その実現をめざして研究に取 り組んで
I gt=o
数学科がめざす生徒像
意欲的に学習に取 り組み,見通 しを持 っ
て粘 り強 く ｢学習課題｣を追求する生徒
数学科での主体的な学習
(7) ｢学習課題｣に対 して,興味 ･関心
を抱いて意欲的になる｡
(イ) ｢学習課題｣の解決のための見通 し
を立て,その方法や手順などを考えて
粘 り強 く追求する｡
(ウ) 協同的活動などを通 して,根気強 く
｢学習課題｣の解決にあたる｡
(エ) (7),(イ),(ウ)の過程を通 して,
効力感 ,成就感を味わう｡
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こうした,主休的な学習を確立させるため
には,自分の見方や考え方を持てるような
｢学習課題｣を設定することが大切であるこ
とは言 うまで もない｡
② 空間図形について
中学 1年では,最後の単元として空l別図形
を扱 う｡
空間図形のほうが,平面図形より接する機
会が多いのにもかかわ らず,生徒は平面図形
より空間図形をはるかに苦手 とすることが多
い｡その理由として,
教科書にかかれ.ている図は, 2次元で
あること
3次元を認識 しに くいこと
立体を念頭操作 しにくいこと
などをあげることができる｡また,授業時間
数 も少ないこともあげることができよう｡
空間図形の認識は 2つの側面があるO-つ
は空間的直観力であり, もう一つは空間的想
像力であるO このよ うな認言放を育ててい くた
めには,具体的な立体や空間内での位置関係
をイメー ンで きることが大切である｡
中学校数学 の内容を見てみると,実際に具体
物を使用せず,念頭操作のみで指_増 してい く
ことが多か った｡
また,具体物 を使 う場合で も債示的な扱い
をすることが多 く,生徒が手 にとって考えて
い くとい う場面 は乏 しか った｡ また,具体物
を生徒 に扱わせた場合で もそのときか ぎりで,
直観力や想像力に発展 させてい くよ うな発展
的な取 り扱 いは見 られないのではなか ったよ
うにと思われ る｡
そこで,以上 のことを改善す るため,次の
ような点に配慮 した ｢学習課題｣を設定 し,
指導法を考察 してみたO
① 空間図形 の学習では.生徒の手元に空
間図形のモデルを置 く｡
② モデルを手で触れたり,いろいろな見
方がで きるようにさせる｡
③ 展開図や投影図 と,モデルを比較 させ
る｡
2 研究のね らい
具体物を操作することによって,空間的直
観力や空間的想像力を高めてい く｡ また,具
体物を扱 いなが ら,発達に応 じた程度で論理
的に筋道を立てて考える力を伸ば してい く｡
そうした教材 ･指導法の開発をす る｡
3 指導計画
ね らいをふ まえた授業 として,次の 5つの
｢学習課確｣を設定 した｡
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3-0 立方体 の展開図 は何種頬あるかo
(指導時数 1時間 )
目標 : 展開図の意味を考 えるとともに
多面体の面のIL置関 係を想像 させ.
導入 とす る｡
[実践例 1]
3-1 いちばんかんたんな展開図
(指導時数 2時間 )
目標 : 展開図か ら立体をつ くり,空間
図形 の性質を理解す る｡
3-2 立方体の切断
(指導時数 2時間 )
目標 : 立方体を面で切 った時の切り口
に着 目することによ り,その立体
の性質を理解す る｡
[実践例 2]
3-3 まるくてましか くでさんか くな らの?
(脂,TS時数 1時ldl)
目標 : 空間図形 を直観的 にとらえ,抜
取図で表すD
[実践例 3]
3-4 正多面体の謎
(春休みの課題 と指導時数 1時間 )
目標 : 文字の式を利用 して,図形の性
質を表 した り説明 した りで きる｡
4 指導 の実際
[実践例 1]
(指7.L7時数 2時間 )
目標 : 展FJu図か ら立体をつ くり,空間
図形 の性質を理解す る｡
(l)指導の流れ
*第 1時*
[｢学習課,Rd｣を自己追求する段階]
① 1辺 18cmの正方形の画用紙を用意 させ.
下図のような展開図を,I,-し,立体を制作 さ
㍗ -_ ~ __ 千
② ｢学習課題｣を示すO
学習課題
見取図をもとに立休 と展開図の各点 にP,
A. B, Cの記号を書 き込み,いろいろな
問題を作 って解いてみよう｡
[｢学習課題｣を小集団で追求す る段階]
③ お互いが作 った問題を班で出 し合い.そ
れぞれが自分で追求 したり,班で追求 した
りさせる｡
*第2時*
[｢学習課題｣を学級全体で追求する段階]
① 前時に制作 した立体を もとに,班で互い
に解 きあ った問題 と答えを全体に示 し,学
級全体で検討 ･修正 していく｡
② まとめをす る｡
各班や個人か ら出てきた学習の結果を発
表するたけでなく,それらを独学tJ':Jに統合
-43-
L
したり,深めたり,発展 させたりしてまと
めることが必要である｡
(卦 生徒一人一人が 2時間の学習を振 り返 り,
学習の成果や感想 ･反省をプ リン トに記入
す る｡
(2)生徒が考えた問題の例
○ 図形の名称に関わるもの
この図形の名前は?0
○ 頂点 ･辺 ･面の個数に関す るもの
･ 頂点は全部でい くつあ りますか｡
･ 辺は全部でい くつありますか｡
･ 面は全部でいくつありますか｡
･ 頂点 ･辺 ･面の個数にはとんな関係
があるか｡
○ 直線や面の位置関係に関す るもの
･ 面 AらCと垂直な面は.
･ 面PABと垂直fJ:面はO
･ 面 A8Cと垂直な辺は｡
･ 辺 PAと垂直な面は｡
･ 辺 PAと垂直な辺 は｡
･ ね じれの位置にある辺 は｡
○ 面積に関するもの
･表面積はい くらですか｡
･△ pBCの面積はい くらですか｡
○ 体積に関す るもの
･体槌を求めなさいo
O その他
この図形を 4つ くっつけたときの最
関図をか きなさい｡
点 Aか ら面 P[ミCまでの距離を求め
な さ い O
(3) 問題つ くりの例
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(4)考察
前時に立方体の展開図を学習 していたため,
｢いちばん簡単 な展開図｣ とい う題材を示 し
たとき,立方体を作 ると考えた生徒が多か っ
た｡
正方形の紙を示 し, ｢これが, いちばん簡単
な展開図です｡｣ と言 った時,生徒の意外 そ
うな反応が目につ きスムー ズな導入がで きた｡
展開図か ら,実際に立体を作 ることは,空
間図形の学習の最 も基本 となる内容である｡
生徒たちは,興味を持 って制作す ることがで
きた｡特 に,数学 に対 して苦手意言放のある生
徒ほど,ふだんの授業 とは異な った反応を示
していた｡
また, この立体は比較的見取図で表現す る
ことが難 しく.立体モデルを使 った方が考え
やすいと生徒に も実感で きる教材であった｡
問題作 りでは,例に示 したよ うに多 くの問
,qBがで きた.
また,次のよ うな,生徒の反応がみ られた｡
体積 .面積を求める問悔 しか作 らなか つ
前時 まで.空間の位置関係の学習を してお
り,また,中学校では体積や表面積の学習を
していないのに もかかわ らず,立体の問題は
体積や表面稲を求めるものだとい う固定観念
があるように思われる｡ (下表)
休機 .面積を求める問題のみ I25%
体積 .面積を求める問題 はな し 30%
体積 .面積を求める問題 も含む 45%
調査対象 1学級 40名
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数良化す ることか数学であ ると考えること
は,空間的直観力や空間的想像力を育ててい
くためには同書 となる場合 も多いのではない
だろうか｡
また, この傾向は中位 ･下位の生徒により
多 く見 られている｡
面や直線の平行 '.垂直などの位置関係
原因 と しては,空間認識の不足だけではな
く位匿関係の概念 には,抽象性 や論理力が必
要 とされるか らであろう｡ ｢1つの虚根 に平
行 な 2つの平面 は ･ .｣ とい うのかよ くわ
か らないとい う感想 を述 べる生徒が多か ったO
まとめの段階で生徒が最 も興味を示 したの
は,
｢この立体モデルをい くつか組合わせればと
んな立体がで きるのか｣ とい うことであ った｡
4つで四角すいがで きるとい うのはす ぐに分
か ったが, ｢三角す いは三角柱の 3分の 1の
体積 だか ら3つ集めると三角柱 になるはずだ｡
｣ という意見に対 しては,かな りの時間考え
たり話 し合 った りした結果,で きないとい う
ことがわか った｡ 3個でだめな ら6個, I2
個 と増や して考 えてい く生徒 も見 られた｡
立体モデルを具体物 と して使 って立体を考
察 してい くことにより, より発展的に学出を
展開 してい くとが可能である｡ また,最後 ま
で興味を持 って学習に取 り組む こともで きた｡
(指導時数 1時間 )
目標 : 空間図形を直感的にとらえ,投
彩図で表すO
(1)指導の流れ
[｢学習課題｣を小集団で追求す る段階]
(D 準備物
ちくわ ステ ィ ックチーズ
ステイ･/クソーセージ
ナイフ 紙皿
(診 学習課題を示す.
｢まるくてま しか くでさんか くなもの｣を
つ くってみよう｡
③ とんな ものになるのか予想 してみる｡
[｢学習課題｣を小集団で追求する段階]
④ 予想を もとに,班で立体を切ってみる｡
立体の見取図 (生徒の誤答例)
6) 立体を投彫図で表す方法を考える｡
[｢学習課題｣を学級全体で追求する段階〕
@ まとめをする｡
(2)考察
従来,立方体の切断は空間図形の教材 とし
てよく実施 されていた｡前時で立方休の切断
を学習 した後,その発展教材 と して円柱の切
断を学習 した｡ そのね らいは次のとおりであ
る｡
○ 回転体は多面体以上に念頭操作 しに く
いこと
○ 2次元に表現するとき,見取図よ り投
#3図の方が理解 しやすいこと
○ 切断の発展 として円錐曲線 に発展 でき
｢まるくてま しか くなもの｣というのは,
底面の直径 と高 さが等 しい円柱であるという
ことは比較的簡単にイメージで きたが, ｢さ
んか く｣ というのが加わると難 しくな って く
る｡そこで,下図のような傾型を示 し,支援
した｡
○ △
尖際のU)断にあたっては, ちくわの穴にス
テイ ノクチーズかソーセージを入れ. ｢まる
くてましか くな もの｣をつ くったあと.坑‖析
したのであるか,各班で分担 して持ち寄 らせ
たため,ちくわの穴 と詰めるものの大 きさが
異なり, うまくいかなか った班がでてきたの
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は失敗であ ったo立体を造 った後,投 'Tt3図を
かいたが,立面図 ･平面図 ･側面図の関係を
理解することは,かなり難 しそうだった｡
この教材を ｢学習課題｣とす るには,次の
ようfj:問題があ り,今後の課題 としなければ
いけない｡
○ ｢できた 切れた｣というだけで見つ
けたことを発展 させに くいこと
〇 校彫図の学習は,本時のみで中学校で
中学校 1年の図形領域の学習では, こうい
った ｢投げ込み｣的な内容が多 く,それが 1
年の図形学習が軽 く扱われ る原因にもなって
いるのではないだろうか｡
(春休みの課題 と指導時数 1時間 )
目標 : 文字の式を利用 して,図形の性
質を表 したり説明 したりで きる｡
(目 指導の流れ
① 春休みの課･,qiBとして,5つの正多面体
を制作す る｡
② 5つの正多面体をもとに次の課題を追
求する｡
学習課題
① 頂点 ･辺 ･面の個数にはどんな関係が
あるか考える｡
その関保は,他の立体で も成 り立つか
どうか調べてみる｡
② 正多面体が 5つ以上はないことを説明
する｡
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(2) 考察
｢正多面体は5つ しかな い ｡ とうして?J
という疑問がいつ も出て くる｡ そこでその理
由を考えさせてみようというのか, この教材
を ｢学習課題｣ として選んだ理由である｡同
時にオイラーの定理を考察 させ ることによっ
て,数学の持つ不思議 さや美 しさを味わわせ
たい｡
この ｢学習課題｣は, 2年の文字の式の単
元の中で課題学習 として行 う予定であるo図
形の性質を表 したり,言鬼明 した りす るために
は文字の使用が効果的 ･合理的であることに
気づかせたい｡
5 おわ りに
図形学習は,数学嫌 いを作 りだす一因であ
るとよくいわれ るo Lか し逆 に.作図や立体
モデル等多 くの具体物や作業を取入れた学習
をす ることによ って,数学に対す る興味関心
を高めることも可能ではなかろ うか.
｢計算力たけが数学ではない｣ ことを生徒に
理鰐させるためにも,図形領域の学習の故老
と再構築を図 っていかなければな らないと感
じている｡
その基本 となるものは,見 る,測 る,描 く,
造 る, といった活動を中学校で も授業に杭極
的に取 り込んでい くことではなかろうか｡
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